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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第２四半期
累計期間

第50期
第２四半期
累計期間

第49期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （千円） 7,368,688 6,810,058 15,017,626

経常利益 （千円） 657,269 220,749 1,430,587

四半期（当期）純利益 （千円） 418,049 116,531 840,149

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 466,843 472,436 469,425

発行済株式総数 （株） 4,263,100 4,269,600 4,266,100

純資産額 （千円） 8,880,011 8,836,789 8,828,803

総資産額 （千円） 11,539,441 11,325,898 11,860,646

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 101.60 29.18 206.73

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 101.44 29.14 206.46

１株当たり配当額 （円） 40 40 80

自己資本比率 （％） 76.9 78.0 74.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 548,208 11,340 1,132,757

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △309,449 △168,769 △711,786

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △148,416 △181,387 △690,310

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,300,674 1,602,173 1,940,990

 

回次
第49期

第２四半期
会計期間

第50期
第２四半期
会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 45.35 29.13

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、持分法を適用すべき重要な関連会社を有しておりませんので、持分法を適用した場合の投資利益に

ついては記載しておりません。

４．当社は従業員持株会信託型ＥＳＯＰ制度を導入しており、当該信託にかかる従業員持株会信託口が所有する

当社株式については、財務諸表において自己株式として計上しております。そのため、１株当たり四半期

（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定にあたっては、当該株

式数を自己株式に含めて「普通株式の期中平均株式数」を算定しております。

５．当社は株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）制度を導入しており、当該信託にかかる株式給付信託口が所有する当

社株式については、財務諸表において自己株式として計上しております。そのため、１株当たり四半期（当
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期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定にあたっては、当該株式数

を自己株式に含めて「普通株式の期中平均株式数」を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和策を背景に企業収益及び雇用環

境が改善し、景気は緩やかな回復基調が続いておりますが、消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反動の長期化や

海外経済の下振れ懸念が景気を下押しするリスクとなっており、依然として予断を許さない状況が続いておりま

す。

　こうした経営環境の中、当社は「顧客数の拡大」を経営指針として、平成25年３月期から平成27年３月期までの

中期経営計画に基づき、ブランド力の強化等による新規顧客の獲得とともに、顧客満足度の向上による既存顧客の

ロイヤルカスタマー化を推進しております。

　当第２四半期累計期間におきましては、新規顧客の獲得及び認知度向上を図るため、新宿ステーションスクエア

等の人々が集まるスポットでのイベントプロモーションを行いました。また、従来より展開している異業種企業の

顧客網を活用した来店誘導やＷＥＢブランディングを継続することで、潜在的な顧客ターゲットにアプローチして

まいりました。既存顧客につきましては、定番美容液をバージョンアップした『ＦＰプログラム14Ｑ』の増量キャ

ンペーン（９月）をはじめ、季節に対応した美白キャンペーンや定期的に店舗へご来店いただける企画の実施に加

え、ポイントシステムの充実を図るため、フェイシャルケア以外のサービスを提供する店舗を順次拡大してまいり

ました。また、メールアンケートを積極的に活用したきめ細やかなサービスを提供し、顧客満足度の向上を常に意

識した接客に努めてまいりました。

　製品におきましては、下記のとおり期間限定製品等を発売いたしました。

・４月：美白シーズンを目前に、透明感のある肌を目指すための美白スキンケアライン『ホワイトシリーズ』よ

り、限定品の『ブライトアップマセ』を追加した期間限定セットを発売。

　　　　新たな顧客層へのアプローチを目指し、より身近に手にとって効果を実感してもうらため、通信販売をメ

インチャネルとしたスキンケアライン『アビリティシリーズ』を新発売。

・５月：紫外線等によるダメージ肌に働きかけるサロン専用のスペシャルケアセット『ＳＰＡ ＰＪ-Ｗ』をバー

ジョンアップし、期間・数量限定で発売。

・６月：４月の期間限定セット用に発売した『ブライトアップマセ』を通常製品として発売。

　　　　美と健康をサポートする甘酸っぱい４種のベリー味の健康飲料『酵素美人-紫』を新発売。

・８月：シミにピンポイントで働きかける美白用クリーム『ブライトクリームＳ』及び美白エッセンスとコラーゲ

ンシートで、シミ多発ゾーンを集中ケアする『モイストリンクルホワイトＳ／モイストリンクルＷシー

トＳ』をバージョンアップ。

・９月：肌リズムに合わせ２週間で集中ケアする美肌トリートメント美容液『ＦＰプログラム14Ｑ』をバージョン

アップ。

　以上の販売活動を実施いたしましたが、消費税増税前の駆込み需要の反動による顧客単価の減少や新規顧客数の

減少等により、直営店舗における売上高は6,615,607千円（前年同期比7.6％減）となりました。

　この結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高6,810,058千円（前年同期比7.6％減）、営業利益194,910千

円（前年同期比68.8％減）、経常利益220,749千円（前年同期比66.4％減）、四半期純利益116,531千円（前年同期

72.1％減）となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ338,817

千円減少し、当第２四半期会計期間末には1,602,173千円（前年同期比30.4％減）となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当第２四半期累計期間において、営業活動の結果獲得した資金は11,340千円（前年同期比97.9％減）となりまし

た。これは主に、税引前四半期純利益218,312千円、減価償却費176,026千円、売上債権の減少280,030千円、たな

卸資産の増加130,468千円、法人税等の支払額453,249千円によるものであります。

EDINET提出書類

株式会社シーボン(E23479)

四半期報告書

 4/19



 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　当第２四半期累計期間において、投資活動の結果使用した資金は168,769千円（前年同期比45.5％減）となりま

した。これは主に、定期預金の預入による支出900,000千円、定期預金の払戻による収入1,001,732千円、有形固定

資産の取得による支出166,086千円、子会社株式の取得による支出93,587千円によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当第２四半期累計期間において、財務活動の結果使用した資金は181,387千円（前年同期比22.2％増）となりま

した。これは主に、長期借入金の返済による支出46,887千円、自己株式の売却による収入32,876千円、配当金の支

払額170,844千円によるものであります。

 

(3) 事業上及び財政上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、98,839千円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況について重要な変更はありません。

 

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因について

　当第２四半期累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。

 

(6) 経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期累計期間において、経営戦略の現状と見通しについて重要な変更はありません。

 

(7) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

① 資本の財源と資金の流動性について

　当第２四半期累計期間において、資本の財源と資金の流動性について重要な変更はありません。
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② 財政状態の分析

（流動資産）

　当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は5,015,451千円となり、前事業年度末と比べて681,744千

円減少しております。その主な要因は、現金及び預金の減少（前事業年度末比440,549千円減）、売掛金の減少

（前事業年度末比280,030千円減）、商品及び製品の増加（前事業年度末比119,183千円増）によるものであり

ます。

 

（固定資産）

　当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は6,310,446千円となり、前事業年度末と比べて146,996千

円増加しております。その主な要因は、建物の減少（前事業年度末比27,051千円減）、投資有価証券等投資そ

の他の資産の増加（前事業年度末比139,712千円増）によるものであります。

 

（流動負債）

　当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は1,813,639千円となり、前事業年度末と比べて556,851千

円減少しております。その主な要因は、買掛金の減少（前事業年度末比26,017千円減）、未払法人税等の減少

（前事業年度末比434,684千円減）、ポイント引当金の減少（前事業年度末比31,812千円減）によるものであり

ます。

 

（固定負債）

　当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は675,469千円となり、前事業年度末と比べて14,118千円増

加しております。その主な要因は、長期借入金の減少（前事業年度末比46,887千円減）、株式給付引当金の増

加（前事業年度末比33,405千円増）によるものであります。

 

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産の残高は8,836,789千円となり、前事業年度末と比べて7,985千円増

加し、総資産に占める割合は78.0％（前事業年度末は74.4％）となりました。その主な要因は、利益剰余金の

減少（前事業年度末比54,105千円減）、自己株式の減少（前事業年度末比32,884千円減）、その他有価証券評

価差額金の増加（前事業年度末比22,383千円増）によるものであります。

 

(8) 経営者の問題認識と今後の対応方針について

　当第２四半期累計期間において、経営者の問題認識と今後の方針について重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,269,600 4,269,600
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 4,269,600 4,269,600 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成26年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
3,500 4,269,600 3,011 472,436 3,011 356,336

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

犬塚 雅大 東京都渋谷区 733 17.18

シーボン従業員持株会 東京都港区六本木七丁目18番12号 253 5.94

資産管理サービス信託銀行株式会社

（信託Ｅ口）
東京都中央区晴海一丁目８番12号 178 4.18

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目8番11号 136 3.20

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目7番1号 120 2.81

犬塚　公子 東京都渋谷区 95 2.23

安田　亜希 名古屋市千種区 95 2.23

望月　曉一 東京都町田市 81 1.91

金子　靖代 横浜市中区 73 1.73

藤井　達夫 東京都調布市 70 1.66

計 － 1,840 43.11

（注）日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有する株式のうち84千株は、当社が導入した「従業員

持株会信託型ＥＳＯＰ」の保有する当社株式であり、また資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）の所有

する株式のうち178千株は、当社が導入した「株式給付信託（Ｊ-ＥＳＯＰ）」が所有する当社株式であります。な

お、当該株式は財務諸表上、自己株式として処理しております。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　      100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  4,267,200 42,672 －

単元未満株式 普通株式　 　 2,300 － －

発行済株式総数
　　　　  

4,269,600
－ －

総株主の議決権 － 42,672 －

（注）単元未満株式の欄には、当社所有の自己株式59株が含まれております。

 

EDINET提出書類

株式会社シーボン(E23479)

四半期報告書

 8/19



②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社シーボン
東京都港区六本木七丁目

18番12号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

(注)１．当第２四半期会計期間末日現在の自己株式数は、159株となっております。

２．「第４経理の状況」以下の自己株式数は自己株式263,155株で表示しております。これは従業員持株会信託口が

所有する当社株式84,200株及び株式給付信託口が所有する当社株式178,796株を含めて自己株式として処理して

いるためです。

なお、従業員持株会信託口及び株式給付信託口所有の株式262,996株につきましては、自己株式等から除外して

表示しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,942,723 2,502,173

売掛金 1,350,815 1,070,784

商品及び製品 350,680 469,863

仕掛品 117,256 88,852

原材料及び貯蔵品 503,681 543,370

その他 432,857 341,055

貸倒引当金 △818 △648

流動資産合計 5,697,196 5,015,451

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,688,674 2,661,623

土地 1,378,554 1,378,554

その他（純額） 592,282 633,479

有形固定資産合計 4,659,511 4,673,656

無形固定資産 124,923 118,062

投資その他の資産   

その他 1,404,041 1,543,757

貸倒引当金 △25,026 △25,030

投資その他の資産合計 1,379,014 1,518,727

固定資産合計 6,163,450 6,310,446

資産合計 11,860,646 11,325,898

負債の部   

流動負債   

買掛金 193,136 167,119

未払法人税等 473,958 39,273

賞与引当金 1,050 450

役員賞与引当金 16,300 8,250

ポイント引当金 457,704 425,892

その他 1,228,341 1,172,653

流動負債合計 2,370,490 1,813,639

固定負債   

長期借入金 140,020 93,133

株式給付引当金 16,994 50,399

資産除去債務 297,775 302,380

その他 206,562 229,556

固定負債合計 661,351 675,469

負債合計 3,031,842 2,489,108
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 469,425 472,436

資本剰余金 353,325 356,336

利益剰余金 8,484,514 8,430,408

自己株式 △523,329 △490,444

株主資本合計 8,783,935 8,768,738

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 40,388 62,771

評価・換算差額等合計 40,388 62,771

新株予約権 4,480 5,279

純資産合計 8,828,803 8,836,789

負債純資産合計 11,860,646 11,325,898
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 7,368,688 6,810,058

売上原価 1,335,638 1,344,619

売上総利益 6,033,049 5,465,439

販売費及び一般管理費   

従業員給料 2,078,952 2,075,638

その他 3,330,358 3,194,890

販売費及び一般管理費合計 5,409,310 5,270,528

営業利益 623,738 194,910

営業外収益   

受取利息 4,039 2,731

受取配当金 4,609 1,269

受取家賃 24,253 20,825

その他 1,362 1,465

営業外収益合計 34,265 26,291

営業外費用   

支払利息 648 354

その他 87 98

営業外費用合計 735 452

経常利益 657,269 220,749

特別利益   

投資有価証券売却益 46,315 －

固定資産売却益 － 836

特別利益合計 46,315 836

特別損失   

固定資産除却損 15,200 3,273

特別損失合計 15,200 3,273

税引前四半期純利益 688,384 218,312

法人税、住民税及び事業税 267,377 23,584

法人税等調整額 2,957 78,196

法人税等合計 270,334 101,780

四半期純利益 418,049 116,531
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 688,384 218,312

減価償却費 134,946 176,026

貸倒引当金の増減額（△は減少） △268 △166

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,100 △8,050

賞与引当金の増減額（△は減少） △22,653 △600

ポイント引当金の増減額（△は減少） △17,450 △31,812

株式給付引当金の増減額（△は減少） - 33,405

受取利息及び受取配当金 △8,649 △4,001

支払利息 648 354

固定資産除却損 12,287 2,663

投資有価証券売却損益（△は益） △46,315 -

固定資産売却損益（△は益） - △836

売上債権の増減額（△は増加） 83,121 280,030

たな卸資産の増減額（△は増加） △72,051 △130,468

仕入債務の増減額（△は減少） △17,922 △26,017

その他 41,028 △51,519

小計 774,006 457,320

利息及び配当金の受取額 12,848 7,623

利息の支払額 △656 △354

法人税等の支払額 △237,990 △453,249

営業活動によるキャッシュ・フロー 548,208 11,340

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,001,732 △900,000

定期預金の払戻による収入 1,000,000 1,001,732

有価証券の償還による収入 50,000 -

有形固定資産の取得による支出 △595,728 △166,086

投資有価証券の売却による収入 220,254 -

子会社株式の取得による支出 - △93,587

敷金及び保証金の差入による支出 △12,031 △5,968

敷金及び保証金の回収による収入 716 266

保険積立金の解約による収入 38,221 -

その他 △9,148 △5,126

投資活動によるキャッシュ・フロー △309,449 △168,769

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △48,249 △46,887

自己株式の売却による収入 36,566 32,876

配当金の支払額 △166,596 △170,844

ストックオプションの行使による収入 30,954 5,390

その他 △1,090 △1,923

財務活動によるキャッシュ・フロー △148,416 △181,387

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 90,343 △338,817

現金及び現金同等物の期首残高 2,210,331 1,940,990

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,300,674 ※ 1,602,173
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（従業員持株会信託型ＥＳＯＰ)

 当社は、平成24年３月15日開催の取締役会において、当社従業員持株会を活用し、福利厚生制度の拡充を目的

として「従業員持株会信託型ＥＳＯＰ」（以下、「本制度」）の導入を決議しております。

本制度では、当社が「シーボン従業員持株会」（以下、「持株会」）に加入する従業員のうち一定の要件を

充足する者を受益者とする信託を設定し、当社株式を譲渡していく目的で日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社（信託口）（以下、「従業員持株会信託口」）が、本信託の設定後４年間にわたり持株会が取得すると見

込まれる数の当社株式を予め取得し、持株会への売却を行います。

当社株式の取得及び処分については、当社が従業員持株会信託口の債務を保証しており、総額法を適用して

おります。

なお、当第２四半期会計期間末に従業員持株会信託口が所有する当社株式は、総額法の適用により四半期貸

借対照表の純資産の部に自己株式として表示しており、計上額は131,015千円、株式数は84,200株であります。

また、四半期貸借対照表に計上された長期借入金の額は93,133千円であります。

 

 （株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ））

 当社は、平成25年10月31日開催の取締役会において、当社の株価や業績と従業員の処遇の連動性をより高め、

経済的な効果を株主の皆様と共有することにより、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気の向上と福利厚生

制度の拡充を目的として、従業員に対して自社の株式を給付するインセンティブプラン「株式給付信託（Ｊ－Ｅ

ＳＯＰ）」（以下「本制度」といい、本制度に関してみずほ信託銀行株式会社と締結する信託契約に基づいて設

定される信託を「本信託」といいます。）を導入すること及び本信託の設定時期、金額等の詳細について決議し

ております。この導入に伴い、平成25年11月13日付で資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）（以下、

「株式給付信託口」）が当社株式178,900株を取得しております。

本制度は、予め当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の従業員に対し当社株式を

給付する仕組みです。

当社は、従業員に対し勤続年数等に応じてポイントを付与し、一定の条件により受給権の取得をしたときに

当該付与ポイントに相当する当社株式を給付します。従業員に対し給付する株式については、予め信託設定した

金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとします。

当該本信託については、総額法を適用し、当第２四半期会計期間末に株式給付信託口が所有する当社株式

は、四半期貸借対照表の純資産の部に自己株式として表示しており、計上額は359,201千円、株式数は178,796株

であります。

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 3,302,406千円 2,502,173千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,001,732 △900,000

現金及び現金同等物 2,300,674 1,602,173
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 169,713 40 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

　（注）配当金の総額には、従業員持株会信託口に対する配当金6,036千円を含めております。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

なるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月31日

取締役会
普通株式 170,517 40 平成25年９月30日 平成25年11月28日 利益剰余金

　（注）配当金の総額には、従業員持株会信託口に対する配当金5,096千円を含めております。

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月16日
取締役会

普通株式 170,637 40 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

　（注）配当金の総額には、従業員持株会信託口に対する配当金4,208千円及び株式給付信託口に対する配当金7,156千

円　を含めております。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

なるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月31日

取締役会
普通株式 170,777 40 平成26年９月30日 平成26年11月28日 利益剰余金

　（注）配当金の総額には、従業員持株会信託口に対する配当金3,368千円及び株式給付信託口に対する配当金7,151千

円　を含めております。

 

（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自 平成26

年４月１日 至 平成26年９月30日）

当社は、化粧品及び医薬部外品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　　　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 101円60銭 29円18銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 418,049 116,531

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 418,049 116,531

普通株式の期中平均株式数（株） 4,114,749 3,993,242

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 101円44銭 29円14銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円）  － －

　普通株式増加数（株）  6,449 5,698

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

平成25年６月26日開催の定時株

主総会決議に基づく新株予約権

（ストックオプション）普通株

式30,000株

－

（注）１. 従業員持株会信託口が所有する当社株式（前第２四半期会計期間末127,400株、当第２四半期会計期間末

84,200株）については、四半期貸借対照表において自己株式として処理していることから、普通株式の期

中平均株式数は当該株式の数（前第２四半期累計期間139,377株、当第２四半期累計期間94,657株）を控除

して算定しております。

　　　２. 株式給付信託口が所有する当社株式（当第２四半期会計期間末178,796株）については、四半期貸借対照表

において自己株式として処理していることから、普通株式の期中平均株式数は当該株式の数（当第２四半

期累計期間178,844株）を控除して算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

 平成26年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………170,777千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………40円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年11月28日

（注）平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

　  平成26年11月11日

株 式 会 社　シ　ー　ボ　ン   

　　取　　締　　役　　会　御中   

 

 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 井上　隆司 印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 林　敬子 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シーボ

ンの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第50期事業年度の第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シーボンの平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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